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くりこねっとだより １２月号 No.1 

 
 

11月 8日（土）・30日（日）に、ミニ講座第 2回（テーマ「本と本をつなげるブックトーク」）を開

催しました。 

 このミニ講座では、子どもたちの読書の幅を広げる方法の一つである「ブックトーク」のよさとや

り方をご紹介しました。 

 お話しした内容は次の通りです。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

ブックトークについて初めて知った先生や、子どもたちに本を読ませたいと考えている先生、読書

の個人差に対応したいと考えている先生は、これからの国語科授業や読書の時間等で計画的に実践し

ていきたいと話してくださいました。 

ミニ講座では、今後も、すぐに実践できる方法、児童の実態に応じて実践できる方法をご紹介しま

す！ 

 

 

これから、「くりこねっとだより」では、細のこれまでの実践から、みなさんにちょっとしたアドバ

イスをお届します。ご参考にしていただければ嬉しいです。 

今回は、学級づくりで大切なポイントの中から 5つご紹介します。 

①子どもたちと一緒に考えた・確認した学級の決まり事は、特別な事情がない限り守ろう！ 

 →子どもたちは、不公平感をもつことがなくなります。先生を信頼するようになります。 

 

②人と比較するのではなく、その子の小さな頑張り・良い変化を褒めよう！ 

 →先生に見てもらえているという安心感や認められたという実感をもつことができるようになりま

す。 

 

③1 日の中で、どの子にも声をかけること、連絡帳にメッセージを書くこと、学習ノートに肯定的なコ

メントを書くことに努めよう！ 

１ ブックトークとは 

２ ブックトークのねらい 

３ ブックトークの意義 

４ ブックトークのやり方 

 テーマの設定、本の選定、細案づくり、ブックトークの留意点 

５ 具体的な実践例 

 シナリオの作成法、3冊ブックトーク、ブックトークに使う本の紹介、 

教科と関連させたブックトーク、児童によるブックトーク 

細からのアドバイス 



 →子どもを理解することや保護者の信頼を得ることができます。子どものやる気を高めることがで

きます。 

 

④先生が見本を示そう！ 

 →先生を見習おうとし、学習の意欲をもつことや人間形成につながっていきます。 

 

⑤先生の体験談を素直に語ろう！ 

 →子どもたちは、先生に親近感をもち、自信ややる気・希望をもつことができるようになります。 

 

 

 

 

〇第 3回ミニ講座のテーマは、「想像力・語彙力を育てる読み聞かせ」です。 

 12月 6 日（土）と 12 月 13日（土）に開催します（内容は同じです）。 

 下のQRコードからお申し込みください。開催日の 2日前までにお願いします。 

                 

 

 

 

 

 

〇教材研究・単元構想の会「第 4学年説明文『数え方を生み出そう』」を 12月 21日（日）17:00

～18:00 に開催します。 

 参加ご希望の方は、細（hxi69073@gmail.com）までご連絡ください。 

 

〇第 4回ミニ講座のテーマは、「本の読み方の継続的なレッスン」です。 

 2026年 1 月 24日（土）・25日（日）に開催します（内容は同じです）。 

 

子どもたちが自分で本を楽しんで読むことができるようにする読み聞かせをご紹介します。国語科

の学習につながります。 年間を通して朝読書の時間等に行うと、子どもたちの読む力は高まってい

きます！  

 

参加申し込み期限は 1月 18日（日）です。 

下の QRコードからお申し込みください。 

今後の予定 

申し込みはこちらから！ 

申し込みはこちらから！ 

多くの方のご参加をお待ちしています！ 

mailto:hxi69073@gmail.com

